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STK-80/STK-80GP

型式　STK-80



　   品　　名　　　　　　　　　    　

　   型　　式　　　　　　　　  　    　

　　 周 波 数                     　 

   定格入力電圧　　　　　　　　　　  　          

   定格入力電流　　　　　　　 　　　　   

   定格入力容量                 　　　　     　　           　

　最高無負荷電圧　　　　　            　

   定格出力電流　　　　　　　   　　　　 

 　定格負荷電圧　　　　　             

    定格使用率　　　　　　　  　　　　　 

本機寸法(幅×奥行×高さ)　　　　

　   質　　量　　　　　　　　     　　  　  
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※ STK-80とSTK-80GPは付属品が違うだけで、仕様は同じ商品となります。

※ 本製品は、電気用品安全法(PSE)の対象製品となり、伝導・放射ノイズ防止
　　品となります。





４.作業場所の安全を確かめる！

　・作業場所の換気に注意してください。溶接時に発生する金属蒸気(ヒューム)、有毒ガス

　　を吸い込まないように注意してください。労働安全衛生規則および粉じん障害規則によ

　　り、局所排気装置や、有効な呼吸用保護具の使用が義務づけられています。

６.機器の調子に注意

　・使用中、機器の調子が悪かったり、異常音がした時は、直ちに電源を切って使用を中止

　　し、お買い求めの販売店または、弊社へ点検修理を依頼してください。そのまま使用し

　　ているとけがの原因になります。

　・誤って落としたり、ぶつけた時は、機器などに破損、亀裂、変形がないことをよく点検して

　　ください。破損、亀裂、変形があると、けがの原因になります。

５.火災や爆発を防ぐために、必ず次のことをお守りください！

　・スパッタや溶接直後の熱い溶接物は火災の原因となります。スパッタが可燃物に触れな

　　いように取り除いてください。取り除けない場合は、不燃性カバーで可燃物を覆ってくだ

　　さい。

　・ガソリン等、可燃物用の容器にアークを発生させると、爆発することがあります。　

　・可燃性ガスの近くでは溶接しないでください。

　・溶接母材のアースクリップは、できるだけ溶接する箇所の近くに接続してください。

　・内部にガスの入ったガス管や、密封されたタンク、パイプを溶接しないでください。

　・作業場所の近くに消火器を配置し、万一の場合に備えてください。

1.電源についてのご注意

定格入力電圧について、本機は100Vの仕様になっていますので、次表の適用電圧範囲を

超えて過度に昇圧したり、電圧降下が大きい場所でのご使用は本機の故障や誤作動の原

因となりますので、適用電圧を守りご使用頂けるようご注意願います。特に昇圧器をご使用

される場合、適用電圧範囲から外れないようご注意願います。なお、定格入力電流、定格

出力電流、使用率等の仕様値は100Vでの値となり、電圧が100Vより小さければ出力電流

は下がり、100Vより大きければ上がります。

100V電源の場合…90V～110V

適用電圧範囲 100V 110V 120V80V 90V

使用可能 使用不可能使用不可能

2.交流100Ｖ以外では使用しないでください。

　直流電源やエンジン発電機などを使用すると、能力の低下、又は使用できない場合があ 

　ります。また、発電機が故障する場合もあります。やむを得ず発電機を使用する場合は、 

　6.0ｋＶＡ以上の能力のものを使用してください。



ホットスタート機能付き
　　・・・アークスタート時に瞬間的に大きな溶接電流を流し、
　　　　 アークスタートをスムーズにする機能

１.使用電源は十分な容量と正しい電圧で！

・正しい電源電圧(100Ｖ)に接続してください。

・電源コードを延長する場合は、3.5sq(mm２)以上の太いコードを使用し、10m以上

は延長しないでください。

・コードが古くなりますと被覆絶縁が破壊されて、アークが不安定になるとともに、感

電などの危険を伴います。古くなったら必ず新しいコードと交換してください。

２.本機の設置場所

　 設置場所は、機器の焼損や火災防止のため、次のことをお守りください。

・雨中、濡れた場所、湿った場所、機械内部に水や油の入りやすい場所では、設置

及び使用しないでください。

・直射日光にさらして長時間使用することは極力さけて、なるべく日陰に設置してく

ださい。

・換気の十分できる場所で作業してください。

・スパッタが他の物に直接かからない場所、本機にごみ、ネジ等鉄屑が入らないよう

に清潔で乾燥した場所で作業してください。

・平坦な振動の少ない場所を選び、壁より20cm以上離してください。

・溶接機に、シートやビニールなどのカバーをしたまま溶接をしますと、焼損すること

がありますので、溶接時には必ずこれらのカバーをおとりください。

・運搬および取り扱いの際は振動衝撃を避けてください。

・持ち運びする際は、取手を持ってください。



出力電流調整ダイヤル

②陽極ソケット(＋)
　溶接コード接続用(通常はアースコードを取り付けます)

④電源ランプ(緑）

⑤過熱ランプ(黄)

①陰極ソケット(－)

②陽極ソケット(＋)

ホルダ付コード2ｍ
③出力電流調整ダイヤル

★薄板溶接の場合は、ホルダを（＋）に、アースを（－）に接続します。



③出力電流調整ダイヤル

時計方向へ回すと出力電流が大きくなり、反時計方向へ回すと小さくなります。

　溶接中でも調整することができます。

④電源ランプ(緑)

本機が稼動する準備が整っていることを示します。

⑤過熱ランプ(黄)

通常は消灯しています。点灯している場合は何か異常があり、電流が停止していること

　を示します。原因としては次のようなことが考えられます。

　・内部の温度が過剰に上がった場合、高温障害からの保護により本機は電流を停止し、

　　通常の温度に戻るまで電源は入ったままとなります。また、本機の再スタートは自動

　　的に行なわれます。

　・１２５Ｖ以上の過電圧や８０Ｖ以下の不足電圧等の電源異常時、本機は出力を停止す

　　る場合があります。正常な電源に接続すれば、復帰します。

⑦入力電源コード

電源への接続方法は、P.１１～１３を参照ください。

EMC
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STK-80

型式　STK-80

※STK-80GPのみ

ホルダ付コード２ｍ アースクリップ付コード２ｍ



30～50

溶接電流(A) 入力電流(A) 溶接棒(mm) 板厚(mm)使用率(％)

100～50 1.2～3.0φ1.4,1.6

80 20 5.030 φ2.6

50～80 50～20 2.0～4.019～30 φ2.0

13～19
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●回路図

出力電流調整ﾀﾞｲﾔﾙ

LED1

LED2

(電源ﾗﾝﾌﾟ)

(過熱ﾗﾝﾌﾟ)
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整流器
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※溶接棒φ1.4, 1.6までの使用となります。出力電流調整は40A以下で、
　ご使用ください







2．電源コードを100Ｖ電源に接続してください。

   本機は100Ｖ専用です。

1．アースクリップ付コードとホルダ付コードをフロントパネルのソケットに

   接続します。(P.5 参照)

3．溶接物にアースクリップをはさみます。

4．ホルダに溶接棒をはさみます。

5．本体リアパネルの入力スイッチを「ＯＮ」にすると電源が入ります。

   フロントパネルにある電源ランプ（緑）の点灯を確認してください。

6．フロントパネルの出力電流調整ダイヤルを調節します。（Ｐ.7の表参照）

   

   

7．周囲の安全を確認後、溶接する場所に溶接棒の

    先端をもってゆくように見当づけ、遮光面を左手に

　　持ち顔をおおいます。一般的に溶接は溶接する部

    分に向かって左から右に行いますので、溶接する

　　部分の左がアークスタート点となります。

   

  

ホルダ

溶接棒

溶接物

アースクリップ

入力スイッチ

遮光面

アーク
スタート点

進行方向

　※過熱ランプ(黄)について

通常は消灯しています。点灯している場合は何か異常があり、

    電流が停止していることを示します。原因としては次のようなこ

    とが考えられます。

    内部の温度が過剰に上がった場合、高温障害からの保護

  により本機は電流を停止し、通常の温度に戻るまで電源は

　入ったままとなります。また、本機の復帰は自動的に行な

　われます。



(1)本機の冷却後、出力電流調整ダイヤルを反時計方向に止まるまで回し、

　 電源を切ってください。※下記注記参照

(2)電源コードプラグをコンセントから抜いてください。又は、電源コードを

　 入力電源より外してください。

▪ 溶接作業が終わった後、すぐに電源を切らないでください。少しの間(5～10分程)、

  電源を入れたまま冷却した後、電源を切ってください。又、使用率オーバー防止

  機能が働き、過熱ランプが点灯している間は電源を切らないでください。

  自動復帰（電源ランプ点灯）してから電源を切ってください。自動復帰してない

  状態で電源を切りますと、本機寿命の低下につながります。







日々安全作業を続けるためには、 日常点検が必要です。 日常点検は各部について行い部品の

掃除交換を行なってください。 なお、 交換部品は、 弊社の純正部品をお使いください。

①通電時の振動、 異常音、 におい、 外観の変色 ( 発熱による変色 ) 等の確認

②接地 ( アース ) は確実に接地されているかの確認

③入出力コードの絶縁物の磨耗や損傷、 コード接続部にゆるみはないか等の確認 

(2)定期点検及び清掃（６ヶ月毎）

(1)日常点検

本機の性能を十分に発揮し長年お使いいただくた為、 定期点検及び清掃を行ってください。

日常点検での確認内容を、 より重点的に点検してください。 清掃はケースを外して乾燥した圧

縮エアーまたは集塵機にてホコリ等を取り去り、 機内清掃を実施してください。 圧縮エアーをご

使用の際には、 エアー圧が高すぎると機器内部の損傷につながりますので、 適切なエアー圧

(1MPa 以下 ) で行ってください。 お客様での定期点検及び清掃が困難な場合は、 お買い上げ

販売店又は弊社へご相談ください。

ケースを外す点検、清掃は有資格者または溶接機をよく理解した人が行ってください。

人身の安全に関する重大な事故につながる恐れがありますので、通電中の点検が必要

な場合を除いて、必ずコンセントからプラグを抜いた状態、もしくは電源から外した状態

を確認してから、点検してください。使用後すぐの点検は機器が熱を持っている場合や、

帯電部に充電されていることがある為、危険です。使用後の点検時は電源を切った後、

10分以上経過してからケースやカバーを外し、点検及び清掃を実施してください。



・本機を使用しての溶接作業をする時は、一般の溶接棒も使用できますが、弊

社指定溶接棒スターロードをご使用ください。

PB-01

型 式 内     容 型 式 内     容

φ1.4×200g(約 41本入)

φ1.4×500g(約102本入)

φ1.6×500g(約 72本入)

φ2.0×500g(約 55本入)

φ2.6×500g(約 25本入)

φ2.6×200g(約 10本入)

φ1.6×200g(約 31本入)

φ2.0×200g(約 22本入)

PB-02

PB-03

PB-04

PB-06

PB-07 

PB-08 

PB-09 

PB-11 

φ2.6×500g(約 22本入)PB-40 PB-46

※B-1、B-3、S-1、T-1共にSTICKY80は
φ1.4～2.6mmまでの使用となります。





　　　　　　　　　　異　常　動　作　現　象　　　　　　　　   右 記 番 号

イ　 電源を接続し、本機の入力スイッチを「ＯＮ」にしても    ②③

　　 電源が入らない。

ロ　 火花は出るが、アークの出が悪く溶接できない。　　　　  ①④⑤⑥⑦⑧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑨⑮

ハ   ブレーカが遮断する。                                　①③④⑧⑪⑭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

ニ   過熱ランプが点灯してしまう。　 　　　　　　　　　　　 ⑫

ホ   アーク切れがする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　①④⑤⑥⑦⑧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑨⑮

ヘ   アークが全く出ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　②③④⑤⑧⑨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑫⑮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

ト   溶接棒が溶接物(母材)に溶着してしまう。  　　　　　　　①④⑥⑦⑧⑨　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

チ   溶接物(母材)に穴があく。　　　　　　　　　　　　　　　④⑧⑩

リ   アークは出るが溶け込みが浅い。　　　　　　　　　　　　①④⑥⑦⑧⑩

ヌ　 アークは多少出るが本体が非常に熱くなったり(急に)　　　⑭

　　 高い音が出る。

ル   本体に触れると電気がくる。(漏電)　　　　　　　　　　　③⑪⑬⑭



溶接コード、又はアースクリップコードのコネクタが本体のソケットへしっかりと接続されてい
ない。もしくは延長コードセットのコネクタがしっかりと接続されていない。
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本社営業所  〒251-0055  神奈川県藤沢市南藤沢17-15 三井住友海上藤沢ﾋﾞﾙ3Ｆ
　　　　　　　　　　　  TEL.0466-27-2666　FAX.0466-27-1055

茨城営業所  〒315-0002  茨城県石岡市柏原17-1
　　　　　　　　　　　  TEL.0299-23-6221　FAX.0299-23-6885

大阪営業所  〒578-0982  大阪府東大阪市吉田本町1-13-28 COMPLAZA松本 B号室
　　　　　　　　　　　  TEL.072-963-5666　FAX.072-963-5668

福岡営業所  〒816-0844  福岡県春日市上白水1-40 ﾊﾟﾙｸｽ375 1F
　　　　　　　　　　　  TEL.092-571-2591　FAX.092-571-2592

アフター　　〒315-0002　茨城県石岡市柏原17-1（石岡事業所内）　
　　　　　　  　　　　　TEL.0299-23-6221　FAX.0299-23-6885


